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生活保護世帯の子どもへの学習支援アプ
ローチ
福山平成大学
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はじめに
　我が国では景気の低迷や産業構造の変化に伴
い、経済的文化的不平等と貧困が拡大している。
2011年7月に厚生労働省が公表した国民生活基礎
調査によると、国民の「相対的貧困率」は2009年
で16.0％と1985年以降、最悪の数値を示した。子
どもの貧困率も15.7％と前回調査数値より1.5ポイ
ント悪化しており、日本の貧困世帯の環境は深刻
であるi。
　貧困問題は日本国憲法が保障する生存権に関わ
り、政策によって解決されなければならない問題
である。その解決の一つの手段として子どもたち
が健康で文化的に豊かな生活を送る生存権と、彼
らの社会的自立を促し将来への希望につなげる学
習権を結びつけた実践が考えられる。そこで、本
稿では「子どもの貧困」に焦点をあて、新たな試
みとして注目される貧困世帯の子どもに対する学
習支援の現状と課題について考察することを目的
としたい。
１．「貧困の影響」
　貧困は生活に必要となる多くの資源に制限を与
える。貧困が低学力、低学歴、文化資本の欠如、
虐待、孤立、不安感などさまざまな不利な要素を
人間にもたらし、生きる意欲すらも剥奪していく
様子を捉え、埼玉大学の岩川氏は貧困を「複合的
な剥奪」とした。
　貧困の要因はこれまで一般的に「意欲がない」、
「努力が足りない」といった「自己責任論」とし
て認知されてきた。貧困当事者も貧困は自己に起
因するという価値観を内在化し、無力化され、公
ⅰ　 2007年のOECD対日経済審査報告によると一人親世帯にお
ける貧困率は54.3％と全世帯の半数以上が貧困とされてい
る。この割合はOECDの平均と比較しても２倍近い。
